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1950年代台湾通俗文学の発展について1）
―「反共文学」から「通俗恋愛小説」へ―
張　　文　　菁
Development of Early Popular Romance Literature in Taiwan: 
The Roles of “The China News” and Book-lending Shops in the 1950s
CHO Bunsei
 In Taiwan popular literature, what kind of popular romance novels 
were read before Qiong Yao was excluded from the researches for 
a long time. Qiong Yao seems to be suddenly popping up into 
modern popular romance history of Taiwan. Due to lots of research 
papers regarded Qiong Yao as the leading author in Taiwan’s 
romance novels or the heir of mandarin duck and butterﬂ y faction 
in May-Fourth, there were no place to make mention about the 
beginning of Taiwan modern Chinese literature in the 1950s. 
Clearly, these papers were in a hasty attempt to conclude that the 
fever of mandarin duck and butterﬂ y faction was revived in Taiwan 
again. However, this kind of expression will only leave the early 
popular romance novels in 1950s to untouched. 
 The 1950s is described by Taiwan literary history as the 
anticommunist era. Although, in my opinion, it was also the start of 
Taiwan popular romance literature. To follow the track down to 
Qiong Yao is very important to rediscover the early popular 
romance literature in the 1950s. This paper focus “The China News” 
（1953?~1957?）, as a mass magazine, and Book-lending Shops, as a 
 1） 混乱を避けるため、本稿では台湾文学と中国文学（大陸）を区別する。その場合、
台湾における言語受容の歴史を考えると、台湾文学には「日本語文学」と「中国語
文学」が存在し、現在の台湾文学はその中の「中国語文学」に相当する。本稿では、
1950年代が日本語文学から中国語文学への脱皮を果たした時期であること、通俗文
学の形成・発展がそれを後押ししたという見解に立つため、こういった細かい区分
を必要としている。
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valuable reading ﬁ eld in 1950s. Both of them will show the popular 
culture circumstance of the 1950s from diﬀ erent angles. 
“The China News” is the remarkable magazine, because there is no 
picture at cover page but only very sensational headlines. Readers 
in 1950s would be attracted by the sexual and scandalous articles, 
due to the society was extremely disciplined. “The China News” not 
only oﬀ ered its readers gossips and the inside of political news, but 
also created a column to serialized one romance novel which 
included anticommunist and spy, detective tastes. Reader can see all 
kind of popular ﬂ avors in the story.
 Meanwhile, book-lending shops created a convenient reading ﬁ eld 
for citizens. When Taiwan’s publication market was undeveloped, 
book-lending shops already had their own distribution routes to sale 
books only for book-lending. Also readers could purchase books, 
which is not the government recommended. Needless to say, 
Taiwan’s popular literature took the advantage of book-lending 
shops to boost its readers.
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おわりに
はじめに
　1950年代の台湾文学は、一般に成果の乏しい荒涼な「白色時代」だと言
われてきた2）。国共内戦期に文化界の左傾を充分に防げなかった反省から、
国民党が厳しい検閲制度や出版規制を敷いたことが主な原因のひとつだと
される3）。また、終戦直後から推し進められた「国語（華語）政策」により、
 2） 最初に指摘したのは、台湾の戒厳令の解除と同じ年に発表された葉石濤『台湾文学
史綱』（台湾、春暉出版社、1987年）である。なお、葉の1950年に対する評価は、現
在の台湾文学研究者の通説になっている。
 3） 詳しくは黄玉蘭「台湾五〇年代長編小説的禁制與想像―以文化清潔運動與禁書
為探討主軸」（台湾、国立台北師範学院台湾文学研究所碩士論文、2005年）を参照さ
れたい。
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それまで日本語で執筆活動を行ってきた台湾人作家が言語転換を強いられ、
発表の場を失ったことも大きく影響している。
　しかし、「反共」一辺倒だと思われていた1950年代の文学界も、近年の資
料の見直し作業により、少しずつ違う側面が明らかになりつつある。中で
も重要なのは、この時期のさまざまな試行錯誤が現在の台湾文学の礎とな
った点であろう。モダニズムを標榜した雑誌『現代文学』などで花開いた
純文学も、1960年代以降一世を風靡した瓊瑤などの「愛情文藝小説」と呼
ばれる通俗文学も、その基礎が形作られたのはこの時期なのである。特に
瓊瑤の小説が繰り返した、「成功の方程式：大学＋留学＝成功」の物語が同
じ時代の台湾民衆の想像力に大きく影響した点を考慮する4）と、1950年代
に形成された通俗文学の雛型は、台湾文学にとって紛れもなく重要であろ
う。
　これまでに論じられてきた1950年代の台湾文学に関する研究では、主に
「反共文学」と文壇（作家）に着目していた。また、通俗恋愛小説に特化し
た著書や論文は、中国文学の「鴛鴦蝴蝶派」に源流を求め、1950年代の状
況についての言及が少なかった5）。これに対し本稿では、1950年代に台湾の
近代文学が再出発したとき、通俗小説、特に恋愛（言情）小説がどのよう
な文学状況の中で、どのように生まれ、どのようにのちの「愛情文藝小説」
へと発展していったのかについて、読者の出現と共に、作家や出版の状況
に焦点を絞り、特に1954年に発表され、爆発的な人気を博した小説『藍与
黒』のケースを通して考察した。
 4） 張文菁「郷愁から憧憬へ―瓊瑤作品にみる台湾民衆の意識転換」（『中国文学研
究』第33期、早稲田大学文学研究科、2007年）、193－202頁。
 5） 現在までの瓊瑤研究では林芳玫『解読瓊瑶愛情王国』（台湾商務印書館、1994：2006
年）を参照されたい。このほか、著書では陳彬彬『瓊瑤的夢：瓊瑤小説研究』（台
湾、皇冠出版社、1994年）、劉秀美『五十年来的台湾通俗小説』（台湾、文津出版、
2001年）など、修士論文では林欣儀「台湾戦後通俗言情小説之研究―以瓊瑤60－
90年代作品為例」（台湾、国立中興大学中国文学系、2002年）などがある。
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第 1節　戦後台湾の文学状況
　1950年代、すなわち国民党政府が台湾に移転した当時の文学状況を理解
するには、まず台湾と中国大陸の歴史的な違いを考えなければならない。
1895年から半世紀にわたる日本の植民地経営は、台湾の近代文学の発展に
大陸との決定的な違いをもたらした6）。周知のように、中国文学の近代化は
胡適と陳独秀が1917年に提唱した「白話文学革命」が一つの契機とされる。
その後、魯迅の『狂人日記』や五四新文学に触発され、同時代の作家らが
弛まぬ努力と試行錯誤を積み重ねた結果、中国近代文学は誕生した。しか
し、文学が近代化するためには、作家による新しい文体やジャンルの創出
と連動して、読者側にも作品を受容する習慣の形成が必要である。白話文
による新しい作品を閲読する習慣が定着しなければ、近代文学の産出に至
るまでの過程に生まれた多様な作品を取捨選択し、受容することはできな
い。言い換えれば、中国の近代文学は、作家と読者の共同作業を通じて築
き上げられたものである。だが、台湾はそうした過程を経験する環境にな
かった。
 6） 日本統治期の台湾について、王育徳『台湾（増補改訂版）』（弘文堂、1970年）がイ
ギリス人モントゴメリーの「1882～1891台湾台南海関報告書」を引用している。こ
れによると、台湾最古の文化都市台南では「教育は甚だ落後している。住民の学識
は極めて浅薄である。これも当然の現象である。なぜなら、移住民の大部分は労働
階級と、それから転じた商人であるからだ。かれらは毎日の生活に追われて学問を
する時間をもたない。
 　富の追求と保持に汲々たる商人は、学問に使う余分の精神をもたない。大陸でお
なじみの読書人（かれらは文化のために、文化によって生きているのであるが）は、
ここでは地位がない。
 　農民と苦力は何の初歩的な教育も受けていない。商人は読み書きができるが、知
識の程度は、簿記や商業通信文の読み書きに限られ、この範囲を超えるのは稀にし
かない。
 　文学と芸術は、かれらに敵意を示すこの地に、かつて根をおろしたことがなかっ
た。もちろん栄えるなど思いも及ばない。
 　……90％の男子は全くの無学文盲である。男子がこのように愚昧無知であるから、
女性の教育水準がさらに低いというのも怪しむに足りない」（99頁）とされる。
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　葉石濤が述べるように、台湾では中国大陸より 5 年ほど遅れ、1922年に
なってようやく、海外留学経験者の間で白話文運動を提唱する兆しが生ま
れた7）。しかし、当時の台湾は日本政府の統治下にあり、すでに日本語によ
る初等教育が広く実施されていた8）。その上、人口の大半は閩南語や客家語
などの書面語を持たない方言を母語とする話者によって占められていた。
したがって、書面語としての中国語は知識人の素養としての「漢文」だっ
たと言ってよいだろう。民族自治を模索するために「白話文運動」が提起
されたものの、それ以前に台湾語の書面語化、もしくは白話文を口頭語化
する機会は皆無に近い状態だったということである。葉石濤は「このよう
な状況のなか、白話文は漢文と同じく『文（書面語）』に過ぎず、『話（口
頭語）』ではなかった。言文一致には、まだ遠い距離があった9）」と、述べ
ている。
　戦後、日本の植民地統治に終止符が打たれ、当時の台湾の共通語であっ
た日本語の使用も禁止となった。1946年より中国語推進政策が実施されて
新たな義務教育が始まり、それとともに中国語教育が全国の小中学校で行
われるようになった。直後に始まる国民党政府の台湾移転により、中国大
陸各地から多くの人々が台湾に移り住み、同時に新聞や雑誌、小説など中
国語を用いた無数の刊行物が船便と航空便によって持ち込まれた。台湾へ
 7） 当時は、1910年代に高まった民族独立論に影響され、日本統治下での自治化を始め、
台湾独立論、同化肯定論、同化否定論、中国復帰論など、留学生の間で台湾の将来
に関するさまざまな議論が行われていた。言語についての議論も盛んに行われ、「白
話文運動」のほかに、台湾（閩南）語のローマ字化や漢字化なども検討されていた。
詳しくは王育徳『台湾（増補改訂版）』（同上書）や葉石濤『台湾文学史綱』（前掲
書）を参照されたい。
 8） 同上書『台湾（増補改訂版）』によると、「台湾青年は、大正初めから、ぼつぼつ内
地に留学し始めていたが、1920年には、その数は400人に達した。この年の日本語の
普及率は、台湾人1000人に対し28.6人」（115－6頁）。また、日本語話者の比率は、
1930年以降の皇民化運動により急激に上昇し、1930年12.36％、1937年37.86％、1941
年57.02％、終戦直前の1944年は71％にまで達したという（133頁）。
 9） 前掲書『台湾文学史綱』、25頁。原文は「在這種情況下，白話文跟古文一様，只是
『文』不是『話』，離開言文一致，距離還很遙遠」。
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の中国語文学の移植がそのときから始まる。
　新しい言語と、それを文章として表現する人々の到来によって、台湾に
おける中国語文学は短期間に急激な発展を遂げた。そのため、それまで日
本語で執筆していた作家が発表の場を失い、「失語」状態に陥ったことは、
すでに多くの研究で論じられている。これに加え、注意を喚起したいのは、
国民党政府とともにやってきた作家の書く文章や、持ち込まれた書籍、雑
誌の言語が、すでに中国大陸で数十年の歴史を経た、近代的な文学表現と
しての中国語だったという点である。このことが意味するのは、台湾では
大陸のような文学の近代化の過程を経ずに、前近代の「漢文」と植民地時
代の「日本語」から、いきなり現代的な「中国語文学」に遭遇することに
なったということ。つまり、創作や読書の体験において「タイムスリップ」
が起きたのである。
　こうしたタイムスリップも、言葉の問題だけなら人々は学習を通して数
年間で対応できたかもしれない。だが、読書を通じて培われた旧来の文学
ジャンルへの志向とそれを享受する習慣、世代間の伝承や教育によって培
われた文化や教養は簡単には習得できないだろう。
　そんな状況の中で、終戦直後から中国大陸で育まれた、多様な現代的小
説が突如として台湾に出現したのである。人民共和国の成立とともに、さ
らなる政治的分断によって、再び五四新文学運動とその成果から隔絶され
た10）台湾では、どのように中国語の文学が発展し、受容され、そして現在
のような成果を見せるに至ったのだろうか？
　その起点となった1950年代の変化を理解するためには、これまですでに
多く論じられてきた文壇（作家）だけでなく、読者層、メディア（出版ま
10） 徐秀慧『戦後初期（1945－1949）台湾的文化場域與文学思潮』（台湾、稲郷出版社、
2007年）および丸川哲史『台湾における脱植民地化と祖国化―二・二八事件前後
の文学運動』（明石書房、2007年）から分かるように、終戦直後の台湾では多くの左
派文人が活躍し、魯迅の著作を台湾に紹介する動きがあった。しかし、1950年以降
は、政治的規制が強まり、五四新文学以降の著作はほとんど禁書とされ、読むこと
ができなくなってしまった。
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たは閲読の場）を加えた考察が不可欠である。次節では、まず読者と作者
の状況を検討することにしよう。
第 2節　1950年代初期における読者と作者
　1949年 5 月に国民党政府は戒厳令を発令し、台湾全土を戦時下と同じ非
常時の状態に置いた。同年、「台湾省戒厳期間新聞紙雑誌図書管制辦法」を
制定して、「反共」を理由に、台湾で出版する刊行物の内容を検閲する一方
で、すでに台湾に持ち込まれていた五四新文学運動以降の文学作品につい
ても、その大半を排除し始める11）。結果として、国民党政府は自分にとって
不都合な要素をすべて摘み取った文化圏を新天地である台湾に構築したと
言える。
　1943年生まれの三毛は、散文集『背影』の「逃学為読書（代序）」のなか
で自分の読書体験を回想している。そこからは、当時の外省人家庭におけ
る読書習慣の伝承や、魯迅や巴金らの作品が細菌のごとく吹聴され、台湾
から取り除かれていく過程が伺える。
　台湾では、まだ就学年齢に達していなかったが、母親は先生を説得
し、私をお姉さんと一緒に国民学校〔筆者注（以下同様）：日本の小学
校にあたる〕に入れてくれた。その頃、すでに私は多くの字が書ける
ようになっていた。
　私には字が分からなかったという記憶がない。小学校では注音符号
11） 左傾作家の作品が対象とされていたが、左傾作家とは魯迅や老舎、沈従文などを始
めとする、中国大陸に留まったすべての作家を指していた。関連法案の制定や実施
に関わった政府機関、禁止された作家やその作品については、林慶彰「當代文学禁
書研究」（『五十年来台湾文学研討会論文集〔三〕、台湾、行政院文化建設委員会、
1996年、193－215頁）、前掲論文「台湾五〇年代長編小説的禁制與想像―以文化
清潔運動與禁書為探討主軸」、『査禁図書目録』（台湾、台湾省政府・台湾警備総司令
部、1966年）などを参照されたい。
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を覚え、国語日報〔注：小学生を対象とした新聞。すべての漢字に注
音符号（発音記号）がふられているので、国語の習得に最適な読み物
として推奨された〕を学んだ後、すぐに童話を読み始めた。
　当時、一番の楽しみは毎月の『学友』と『東方少年』の発売日だっ
た、〔略〕『学友』と『東方少年』は確か月に一度しか出なかったので、
私は物足りなくて、従兄らの書籍を漁るようになった。
　私は従兄の本の山から、名前を聞いたこともなかった作家を見つけ
出した。魯迅、巴金、老舎、周作人、郁達夫、冰心などである。その
頃は、まだ十歳にもなっていなかったから、知っている作家と言えば
むしろ外国人の、『学友』で紹介されていた人たちだった。
　その頃、恐らく魯迅の文章だったと思うが、「凧」を読んだ。とても
感動して、〔略〕それから「駱駝の祥子」も読んだが、あまり理解でき
なかった。冰心が子供向けに書いたものも読んだ。一言でいえば、そ
の当時国語日報はすぐに読み終わってしまい、物足りなかった。その
ため、手に入った本は何でもむさぼり読んだ。
　ある日、一番上の従兄が、「この本は全部禁止になった。もう読めな
い。焼くしかない」と言った。禁止とはどういうことなのか、意味が
分からず母親に聞きに行き、「毒なの」と言われてとても驚いた。兄た
ちが文旦の木の下でしゃがんで本を焼いているのを見て、ほっと一息
つき、ようやく胸をなで下ろした。12）
12） 三毛『背影』（台湾、皇冠出版社、1981年）、21‒22頁。原文は次のとおり。「在台湾，
我雖然年齢也不夠大，可是母親還是説動了老師，將我和姐姐送進国民学校去念書，
那時候，我已經会寫很多字了。
 　我沒有不識字的記憶，在小学裏，拼拼注音、念念国語日報，就一下開始看故事書
了。
 　當時，我們最大的快楽就是毎個月這兩本雑誌出書的時候〔略〕
 　《学友》和《東方少年》好似一個月才出一次，実在不夠看，我開始去翻堂哥們的書
籍。
 　在二堂哥的書堆裏，我找出一些名字沒有聴過的作家，叫做魯迅、巴金、老舍、周
作人、郁達夫、冰心這些字，那時候，才幾歳嘛，聴過的作家反而是些外国人，《学
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　三毛の例からは、大陸の新文学が恐怖をもって語られ、人々の前から取
り除かれていく過程が分かる。その描写とともに、ここで注目したいのは、
戦後すぐに台湾に移り住んだ知識階級の家庭において子どもが読書習慣を
形成し、文化的素養と小説を受容する能力を養っていく様子だ。それは図
らずも世代にわたる文化伝承の一端を示している。だが、当時の台湾にお
いて、三毛の例はむしろ特殊で少数だったと言わねばならない。多くの台
湾の民衆は中国新文学に対する認識が限られており、知識階級の外省人に
比べ、読書経験は少なかった13）。この格差が人々の読書習慣や読書対象の選
択を左右したのであろう。
　やや時代が下るが、1959年 9 月12日の『聯合報』に掲載された記事「稿
費與盗印」の中で、作家蘇雪林が台湾読者の状況を次のように嘆いている。
友》上介紹來的。
 　記得我當時看了一篇大概是魯迅的文章，叫做《風箏》，看了很感動，〔略〕後來又
去看《駱駝祥子》，便不大看得懂，又看了冰心寫給小読者的東西，総而言之，那時候
国語日報不夠看，一看便看完了。所以什麼書拿到手來就給呑下去。
 　有一日大堂哥説：『這些書禁了，不能看了，要燒掉。』
 　什麼叫禁了，也不知道，去問母親，她説：『有毒』，我嚇了一大跳。看見哥哥們蹲
在柚子樹下燒書，我還大大的吁了口気，這才放下心來」。
13） なお、説明を補足すると、本稿に台湾の知識層の存在を否定するつもりはない。実
際、徐秀慧『戦後初期（1945-1949）台湾的文化場域與文学思潮』（前掲書）が明ら
かにしたように、終戦後、楊逵や龍瑛宗などの知識人たちは、新聞や雑誌を創設す
るなど活発に活動していた。ただ本稿が注目したいのは、終戦直後、教育や読書経
験が充分に得られる立場にいなかった、物を言わぬ階層である。周知のように、台
湾本土の作家も、現代中国語による創作に対し大変な労力を要した。同様に読者側
でも現代中国語の壁を感じていたのではないだろうか。実際、筆者の祖父は読者と
しての挫折体験を持っている。1929年生まれの祖父は、中学時代の1943年に軍需工
場で働く少年工として日本に渡り、終戦後の1947年に台湾に帰郷した。日本語新聞
が禁じられた当時の台湾において、彼にとって「漢文」のような新聞が読めるまで
に 3 年は要したという。その後も長い間、閲読の対象は新聞のみに限られていた。
このような状況を経験した台湾の民衆は、決して少数派ではなかったと思われる。
実際、教育現場でも外省人と本省人学生間の文学素養の隔たりが露見していた。瓊
瑤の自伝的作品『窗外』（台湾、皇冠出版社、1963；2001年）で言及されているよう
に、おそらく作者自身が過ごしたであろう1950年代の高校では、クラスメートの本
省人学生は中国文学に対する知識が乏しく、外省人学生とは読書経験に差があった
（63頁）。
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　現代の自由中国〔注：当時は「共産中国」と対比させるため、国民
党政府下の台湾をこの名称で呼ぶことが多かった〕の作家の生活は最
も貧しいと言ってよい。世界の文明国どころか、昔の中国大陸にも及
ばない。〔略〕
　台湾は国土が狭い。人口は千百万余りに達しているが、真に読書が
好きな人は本当に少ない。〔略〕一部の知識人は本を読むが、せいぜい
英語か日本語の本で、中国語の書籍は往々にして見向きもされない。
〔略〕学生は親のお金を使っているので、（略） 1 冊五、六元の本でも
財布の紐を緩めてくれると思ってはいけない。本当に本を読みたくな
ったら、街角に林立する貸本屋に行けば、所狭しと置かれた俗悪な黒
幕〔注：政治暴露〕小説やポルノ小説で、いくらでも時間がつぶせる。
これらの貸本屋は、黒幕小説やポルノ小説以外にも、文藝書が出版さ
れたと聞くと、すぐに何冊か用意して貸し出すので、作家のもうけが
ずいぶん減ってしまうのも当然である。14）
　この記事からは、当時の台湾において民衆に良質な文学を読書する習慣
がまだ定着しておらず、階層間の知的格差も大きかった一面が伺える。1959
年になっても、人々の読書習慣が未熟であったことを見れば、これ以前の
状況は推して知るべしである。
　そして、この記事が伝えるもうひとつの大事な点は、当時の貸本屋が担
う役割である。民衆に読書の場を提供していたのが主に貸本屋であり、そ
14） 蘇雪林「稿費與盗印」『聯合報』、1959年 9 月12日。原文は次のとおり。「現代自由中
国作家的生活可説是最清苦的，不但不足與世界文明各国比，也不能與過去大陸比。
〔略〕
 　台湾版圖仄狹，人口雖已達一千一百餘万，真正愛読書的実在是少之又少。〔略〕一
部分知識份子要看書，也無非是英日文書刊，中文著作往往不屑一顧。〔略〕学生用的
是父母的錢，〔略〕五六元一本的書也莫想他們掏腰包。真想看書䏆，各街各巷林立出
租書籍的小書店，填坑塞谷的誨淫誨盜黃黑小説，也儘夠他們消遣了。這些租書鋪除
黑黃作品以外，聴説有文藝書出版，也必立刻備一二本，租給人看，作家的利益，當
然被分去不少」。
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こには政治暴露小説からポルノ小説、そして文藝書までが雑然と並べられ
ていたことが分かる。しかし、1959年には林立する貸本屋を支えられるほ
どの読書人口がすでに存在していたにもかかわらず、いわゆる文学の読者
はまだ少なかったようだ。（貸本屋が果たした役割については、第 4 節で詳
しく触れる。）
　それでは1950年代初期から1960年代にかけて、通俗文学を含め、こうし
た中国語文学の読者はどれくらいいたのだろうか？ 応鳳凰は論文「五十年
代台灣文藝雜誌與文化資本」で、1950年代初期の読書人口を次のように推
測している。
1949年前後に蒋介石とともに台湾にやってきた中国大陸出身の党や行
政要員について、各書籍が挙げる数字は150万から200万人の間である。
この数字に台湾現地の知識人を加えたもの（1945年、五十年におよぶ
日本植民地統治が終了した後、四年の間に、学習能力の早い人は、日
本語を読む習慣を中国語に転換できた可能性がある）、これが主に五十
年代台灣社会の読書人口を構成していた。15）
　これによれば200万人以上の読者がいたことになるが、1950年代の教育統
計16）から、もう少し正確に読書能力を有する人口を推測すると、次のよう
になる。表 1 にある通り、1946年から1950年までの 4 年の間に総人口数は
150万人増え、学生の数も15万人増えて100万人に達している。一方、別の
15） 応鳳凰「五十年代台湾文藝雑誌與文化資本」（前掲書『五十年來台湾文学研討会論文
集』〔三〕、85－99頁）。原文は次のとおり。「1949年前後隨蒋介石來台的大陸黨政人
士，各書提供的数目從一百五十万到兩百万之間不等，総之，這個数目再加上在台湾
的本地知識分子，（1945年時脱離日本五十年殖民統治，四年之間，学習能力快的，也
許已能逐歩從日文的閲読習慣転換為中文）―這些正是五〇年代台湾社会読書人
口主要的組成分子」（90頁）。
16） 『台湾省各級教育發展概況分析〔民国三十五学年至七十六学年〕』（台湾、台湾省政府
教育庁編、1989年）、13頁。
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データ17）が示す全体の非識字率は42.1％（1952年）、39.7％（1954年）、37.1
％（1956年）、30.9％（1958年）、27.1％（1960年）と推移している。変化
がほぼ同じ速度だとすれば、1950年頃の非識字率は45％近く、つまり約410
万人前後の識字者が存在したと推定でき、そのうち学生の占める割合は 4
人に 1 人ということになる。約10年間の義務教育の結果、1959年には、識
字者の数は約700万人まで達している。
　もちろん、識字者の数字は読者には直結しない。蘇雪林の記事からもわ
かるように、識字者に関する数字の中には外省人の知識層や植民地時代に
日本語教育を受けた層も含まれ、高い文学素養を持った読者も多い。一方、
新たに増加した識字者は、義務教育で読書能力を身につけた若年層が中心
であるため、経済力がなく、世代的に文学素養の伝承も乏しいと推測され
る。1950年代の台湾通俗小説の発展に大きく寄与した貸本屋の主な利用者
は、この若年層が中心であろう。
　一方、作者（文壇）はどんな状況にあったのか？ 終戦直後、読者側の中
国語文学受容の準備がまだ整わないうちに、イデオロギー色の強い「反共
文学」が政府の強力な推進によって文学の表舞台に登場する。1950年 3 月
に国民党政府が「中華文藝奨金委員会」を設立し、破格の奨金で「国家民
族の意識」と「反共抗ソの意義」を有する作品を募集し始めたのである18）。
選ばれた作品の一部は、機関誌『文藝創作』に掲載されたほか、単行本と
しても刊行され各教育機関に納入された。つまり、政府が「反共文学」の
創作を奨励しただけでなく、文藝政策に賛同する作家を意図的に養成し、
17） 前掲論文「台湾五〇年代長編小説的禁制與想像―以文化清潔運動與禁書為探討
主軸」、27頁より転載。原載は教育部編『中華民国建国史　第五編戡亂與復国（三）』
（台湾：国立編譯館、1991年）、1593頁。
18） 1950年から1956年までの間、ほぼ毎年 5 月 4 日（五四奨金）と11月12日（国父誕辰
記念奨金）に作品を募集していた。彭瑞金『台湾新文学運動四十年』（台湾：春暉出
版社、1997年）、78頁によると、1955年当時の台湾の平均年収約3200元に対し、中華
文藝奨金は短編が3000元、中編が8000元、長編は12000元だった。このため、高額の
奨金を目当てに、匿名で作品を発表し、受賞後に姿を消す一発屋の作家が多く出現
したという。
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出版や受け入れ先までお膳立てしたことになる。
　前出の応鳳凰の論文によると、1956年までに三大文藝団体―「中国文
藝協会」（1950年設立）・「中国青年写作協会」（1953年設立）・「台湾省婦女
写作協会」（1955年設立）―が組織され、新聞は14紙、雑誌も350種を数
えたことから、「台湾の読書市場が徐々に成熟し、『文壇』という文学の場
が形成されたと言える19）」。一見して盛況に思える出版市場だが、その多く
は人々のこういう内容が読みたい、というニーズに合わせて創設された刊
行物ではなく、むしろ政府の資本による政治理念の教育や宣伝を目的とし
たものだったことに留意されたい。このような時勢の中で、反共文学が崇
19） 前掲論文「五十年代台湾文藝雑誌與文化資本」、94頁。原文は次のとおり。「台湾在
1956年整個雑誌数量増至三百五十家的時候，発行的各類報紙也有十四家，此時三大
文藝団体也都已成立，可以説此時台湾的読書市場已逐漸成熟，也因也形成了一個可
称之為『文壇』的文学領域」。
表 1　台灣境内の人口数および公私立教育機関の学生数
年度
年末人口数
（人）
学生数
（人）
台湾の総人口に占める学生数の割合（％）
計 大学 高校 高専 中学 小学 幼稚園 其他
1946 6,090,860 901,043 14.79 0.05 0.07 0.38 0.60 13.52 0.09 0.08
1947 6,495,099 957,285 14.74 0.05 0.10 0.43 0.72 13.18 0.11 0.15
1948 6,806,136 966,384 14.20 0.06 0.15 0.47 0.89 12.35 0.16 0.12
1949 7,396,931 1,030,670 13.93 0.08 0.21 0.45 0.82 12.07 0.19 0.11
1950 7,554,399 1,056,622 13.96 0.08 0.25 0.46 0.81 12.01 0.23 0.12
1951 7,869,247 1,134,627 14.42 0.10 0.27 0.47 0.82 12.33 0.27 0.16
1952 8,128,374 1,187,858 14.61 0.12 0.26 0.49 0.89 12.34 0.35 0.16
1953 8,438,016 1,275,998 15.12 0.14 0.26 0.54 1.00 12.56 0.45 0.17
1954 8,749,151 1,383,114 15.81 0.16 0.28 0.60 1.15 12.96 0.47 0.19
1955 9,077,643 1,528,590 16.84 0.20 0.33 0.67 1.27 13.64 0.51 0.22
1956 9,390,381 1,669,703 17.78 0.24 0.39 0.70 1.42 14.23 0.58 0.22
1957 9,690,250 1,838,001 18.97 0.26 0.45 0.72 1.55 15.19 0.59 0.21
1958 10,039,435 2,029,264 20.21 0.28 0.48 0.71 1.60 16.29 0.64 0.21
1959 10,431,341 2,204,759 21.14 0.29 0.52 0.75 1.70 16.96 0.70 0.22
『台灣省各級教育發展概況分析〔民国三十五學年至七十六學年〕』（台湾省政府教育庁編、1989
年）より抜粋
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高な創作テーマとして、いわば「（純）文学＝文藝」のように扱われたのも
無理はないだろう。
　しかし、中国大陸と空間的に隔たりのある当時の台湾において、作家個
人の経験と記憶のみで「反共」をテーマに描き続けるのは、必然的に千篇
一律の物語を産出することに繋がる。反共作家はまもなく題材不足に直面
することになった。『華夏八年』や『荻村傳』などを発表して反共文学の旗
手と目され、自らも出版社を営んでいた陳紀瀅も次のように認めている。
「しだいに、こうした題材は枯渇し、新しい資料をさがすのは容易ではなく
なった。本の売れ行きは滞り、方向転換して別の発展を考えるほかなかっ
た」20）。この発言を裏付けるように、1951年から1956年までの『文藝創作』
に掲載された小説を調査した梅家玲は、その変化を次のように記している。
『文藝創作』にある二百篇近くの小説を順番に概観すると、初期の号の
小説は男性主人公の勇敢な流血戦や、離散や流浪の描写が多く、国辱
を受け、家族を奪われた主人公の憤りが赤裸々に描かれていた。〔略〕
イデオロギーの注釈と言っても良いほどだ。第八、九期以後は「安䑍
嫂嫂」〔注：1952年 1 月掲載〕や「蓮漪表妹」〔注：1951年12月掲載、
翌年受賞〕など、キャラクターの際だった女性主人公が登場するにつ
れ、国家民族意識や反共抗ソといった趣旨は、愛情や友情がいろいろ
盛り込まれることによって刷新され、以前よりも遙かに多様化した。
〔略〕国家や民族や反共抗ソなどの声高なモノローグは、こうして次第
に雑多で騒然とした人々の声に置き換えられていった。21）
20） 梅家玲『性別，還是家国？：五〇與八、九〇年代台湾小説論』（台湾：麥田出版、
2004年）、56頁より転載。原出は陳紀瀅「六十年來我国文藝思潮的転変」『六十年小
説選』（台湾：正中書局、1971年）、18頁。原文は、「漸漸，這類題裁近於枯竭，新的
資料，不易搜集；書的銷路，陷於停滯，於是不能不轉變方向，另謀發展」。
21） 同上書、66頁。原文は、「但循序綜觀《文藝創作》中將近兩百篇的小説，卻会發現，
早先幾期小説，多著墨於男性人物的英勇血戰，流離輾轉，其於国仇家恨的抒發，大
抵直切露骨，説它是〔略〕意識形態的直接註脚，実不為過。八、九期以後，隨著〈安
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　つまり、純粋な反共小説が産出されていたのは最初の数年間のみで、そ
の後は作品が多様化していったというのである。こうした傾向は、もちろ
ん政府の文藝政策が「平易さ」と「普及」へと傾いた関係も大きいが、同
時に作家の創作経験だけでなく、読者の文学に対する指向も次第に変化し
ていったことを意味しているのではないか。より多くの人々に読んでもら
うために、作家は従来の反共抗ソ要素を物語の背景へと遠ざけ、人々が共
有できる恋愛や家族愛に重心をシフトし始めた。しかし、この動きが反共
作品と通俗的な読み物との境界線をいっそう曖昧なものにしたことは言う
までもない。
　50年代初期の台湾は、識字率が低かったこともあり、人々の読書に対す
る関心が低く、政府による官製テーマのもと、（純）文学といえば基本的に
反共文学を指していた。しかし、識字者の数が増えるにつれ貸本屋が出現
し、そこで提供される娯楽色の強い通俗的な読み物が人々の主な読書対象
となっていった。そのなかで、題材不足に陥っていた反共文学にも読者の
好みを反映する動きが生じ、しだいに通俗的な要素を強めたのだろう。つ
まり、政策による創作と読書の方向づけは不可能になり始めたのだ。その
結果として、50年代後半に入ると消費する側の読者層も、作品を提供する
側の文壇も大きく変化し、台湾の作家による文学作品が大衆に享受される
時代を招来したのである。
　この緩やかな読書市場の変化は、1956年に大きな分岐点を迎えた。
第 3節　『藍与黒』：反共文学から恋愛文学へ
　1956年は台湾文学史上、重要な一年である。前節で説明したように、反
共文学がその役目を終えつつあり、さらに広範な読者層が出現し、そのニ
䑍嫂嫂〉、〈蓮漪表妹〉等性格鮮明的女性主角人物逐一登場，国家民族意識和反共抗
俄要旨，遂因愛情友情多方介入，推陳出遠較先前豐富多元面向。〔略〕国家民族、反
共抗俄的高分貝獨白，於是漸次被置換為嘈切錯雑的䱾聲喧嘩」。
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ーズによって文学の主流が形成されようとした年である。それは大まかに
言えば、モダニズムや文藝色を強く打ち出し、知識層を取り込んだ純文学、
そして大衆を意識した通俗文学への明確な分化である。
　純文学の形成の例としては、すでに多くの研究者によって明らかにされ
ているように、台湾大学の教授夏済安と台湾大学英米文学部の学生らによ
る、雑誌『文学雑誌』の創刊などの動きが挙げられる。1956年に創刊され
た『文学雑誌』は、西洋の文学理論や海外作品の翻訳を中心とする雑誌で、
中心メンバーに、1960年代の「現代主義思潮」（現代派小説）をリードした
白先勇や陳若㬢、欧陽子、王家興らが名前を連ねる。こうした文学の芸術
化を指向する流れは、1970年代に入ると台湾本土への回帰を目指すように
なり、やがて陳映真や黃春明などを産出した「郷土文学」に取って代わら
れる。
　一方、通俗文学の形成はどうだろう？ 実は台湾通俗文学の黎明期、特に
瓊瑤出現以前の通俗恋愛小説に関しては、ほとんど明らかにされていない。
どのような作家が存在したか、どのように流通され、読まれたかについて、
いまだに不明な点が多いのである。ただ、1954年に発表された王藍の『藍
与黒』は、雑誌掲載から単行本の出版、映画化までの過程が明らかで、ま
た1960年代以降大きな市場を占めた瓊瑤などの通俗恋愛小説のメディアを
通しての流通軌跡と歩調を同じくしており、流行の経緯をつぶさに確認で
きるもっとも象徴的な例だといえる。ここでは、その『藍与黒』を一例と
して取り上げ、読者、作者（文壇）、流通メディアの各方面から「通俗文
学」が形成されていく一側面を明らかにしたい。
　反共文学の奨励を目的とする「中華文藝奨金委員会」が最後に選考を行
ったのは1956年である。図 1 の王藍『藍与黒』はこの年の長編小説部門で
第 3 奨を獲得し、戦闘性（反共）と親和性（恋愛）を融合した成功例とし
て高く評価された。この作品が当時の文学市場にもたらした影響について
詳しく分析する前に、まず物語を簡単に確認しよう。
　物語は1937年日中戦争直前の天津から始まる。17歳の主人公張醒亜は、
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従兄の婚約相手の家で 2 歳年上の唐琪
と初めて会う。同じく親戚の家に身を
寄せる孤児であるが、唐琪は伝統的な
家にあって異質な存在として扱われて
いた。彼女は親戚の反対を押し切って
看護学校に進んだものの、美しい容姿
のために男性から交際を申し込まれる
ことが多く、家門の不名誉を恐れた祖
母に中退を強いられてしまう。主人公
は自分に心を開く唐琪の本質を自立心
のある新時代の女性だと理解し、彼女
から悩みを打ち明けられるうちに恋心
を募らせていく。
　ある日、主人公は暴漢に襲われた彼女を救おうとして怪我をする。事件
をきっかけに二人は恋人関係へと発展するが、両家から交際を激しく反対
される。この騒ぎが収まらないうちに、唐琪の従兄は日本人の勢力に取り
入るため、彼女を新民会課長に嫁がせようと計画する。しかし、これに反
発した唐琪は家を飛び出し、病院の見習い看護婦として働き始め、主人公
に駆け落ちを持ちかけるが、なかなか決断できない主人公に業を煮やし、
ついに彼との連絡を断つ。直後に勤務先の病院長から性的暴行を受けると
いう事件が起きるが、勇気を持って告発した唐琪は新聞を賑わし、その後
女優やホステスへと転身していく。一方、主人公は唐琪のことが忘れられ
ず、北京の大学に進んだあとに彼女の仕事場を捜し出して訪ねるが、すっ
かり売れっ子になった彼女の姿を見て失望する。抗日戦争が激しさを増し
ていくなかで、主人公は愛国心から友人と共に青年軍への入隊を志願する。
しかし、訓練を経たあとの戦役で、同志であるはずの共産党八路軍の裏切
り行為により、主人公の部隊は壊滅的な敗退を喫してしまう。
　1941年の夏、ほかの部隊と共に四川に着いた主人公は、中断した学業を
図 1　王藍『藍与黒』（純文学
　　  出版社、1977年再版）
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再開するため大学に再入学する。黙々と学業に専念する主人公に対して、
四川軍閥の娘鄭美荘が好意を寄せる。国共対立の深まるなか、大学のなか
でも共産党の情報組織が暗躍し、多くの若い学生を煽動していた。学生自
治大会での国民党政府に対する激しい批判を見て、主人公は自ら壇上に上
り、戦役で見聞きした共産党の裏切り行為について話す。一躍大学内の有
名人となった主人公のもとに、鄭家から結婚の話が舞い込む。唐琪を忘れ
ることのなかった主人公だが、鄭美荘の一途な愛情表現に軍閥の娘らしか
らぬ純粋な一面を見て、婚約を承諾する。卒業後、新聞社に就職した主人
公は、婚約を機に鄭にも自分と同じく素朴な生活を送るよう期待するが、
逆に鄭は彼に仕事を捨て、父親の軍閥組織で要職に就くよう求める。
　日中戦争終了後、鄭美荘の反対を押し切り、主人公は特派員記者として
天津に戻る。そこで彼は戦時中に唐琪がホステスという身分を利用し、多
くの中国側の情報員を救い出していたこと、さらに彼女が今でも彼を想っ
ていることを知る。終戦後の政治混乱と相まって、共産党の勢力が全国各
地に広がっていくなか、主人公は唐琪や鄭美荘に対する複雑な思いを抑え
て新聞社で反共の論陣を展開する一方、天津市会議員に当選し精力的に活
動する。天津市が共軍によって包囲されたとき、反共を貫いてきた主人公
は死を覚悟するが、その時に唐琪から一通の手紙が届く。彼女は主人公に
一刻も早く天津市から離れるように懇願し、本来、彼女が乗る予定だった
上海行きの航空券まで用意する。
　唐琪の愛情を感じながらも、主人公は上海経由で婚約者鄭美荘のいる四
川に向かう。その後、二人は別々の便で台湾に到着するが、主人公は不時
着という事故により片足を失ってしまう。台湾での貧しい生活に不満を覚
えた鄭は、入院中の主人公との婚約を解消し、別の男性と共に香港に引越
す。すべてを失い意気消沈する主人公のもとに、唐琪から無事に香港まで
脱出し、これから看護師として再度前線に赴くが、必ず台湾に来るという
知らせが届く。主人公はやがて再会する二人のために奮闘することを誓う。
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　『藍与黒』という題名は主人公をめぐる二人の女性に由来する。1954年 9
月、雑誌連載の第 1 回に寄せられた作者の説明22）によると、藍は光と自由
の象徴で、数々の誘惑に負けることなく、明るい未来をつかもうとする一
心で苦難の時代を生き抜いた唐琪を意味する。一方、黒は堕落と破滅の象
徴で、環境に恵まれながら、国家や民族を捨て享楽の道を選んだ鄭美荘を
指す。本書は共産党の存在を絶対悪として描いてはいるが、それを時代の
一要素として物語の背後に追いやっている。このため、読者の関心はイデ
オロギーの善悪ではなく、むしろ戦争に翻弄された主人公と二人の女性の
もつれた三角関係に向かうよう工夫されている。人々は共産主義への恐怖
や反共の感情を抜きにして、この作品を娯楽的に受容できたはずである。
　これまで見てきたように、反共小説もこの時期には、もはやイデオロギ
ーを中心に描けなくなっていた。例えば、『藍与黒』より 2 年早く、1954年
に「中華文藝奨金委員会」から表彰された孟瑤の『危嶺』は、共産党の工
作員の術中に陥った女性を中心に描かれているし、『藍与黒』と同年に受賞
した鍾理和の『笠山農場』も、反共の理念とはほど遠い、許されない結婚
をテーマにしている。では、数ある小説のなかで、なぜ『藍与黒』が瓊瑤
の出現に繋がる通俗文学形成の象徴的な例となりえたのか？ それには、作
家、読者、そして出版流通―メディアと大量複製―が大きく関係し
ている。
　まず、本作品の執筆当時、作家王藍は、もっとも権威のある「中国文藝
協会」の理事を務めていた。発表直後の『藍与黒』は、文壇の主流に沿っ
た反共文学として受賞しており、いわゆる貸本屋に置かれるような作品で
はなかった。
　次に作品の出版流通と読者の状況を合わせて振り返ってみよう。『藍与
黒』は、1954年 9 月から1957年 8 月まで計34回にわたって『中華婦女』に
連載され、発表当時から人気を博していた。総売上や出版数に関する記録
22） 王藍「幾句贅語」『中華婦女』（1954年 9 月号）、24-25頁。
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がない今は、わずかな当時の記事を手がかりに振り返るほかないが、かな
り好評だったことが伺える。
　連載終了となった1957年 8 月号の『中華婦女』巻末に、読者の反応に関
する次のような記事が掲載されている。「本誌編集部宛に各地の読者からひ
っきりなしに手紙が届いている。どうやら彼女（彼）らは『藍与黒』に対
して熱狂的になっているようだ23）」。また、1958年 2 月の単行本発売を受け
て、同年 3 月12日付け『聯合報』が、近日中に『藍与黒』のラジオドラマ
放送が始まると報じている24）。 4 月18日付の同紙にも、当日の放送開始時間
や出演者などの情報を紹介する記事が続く。
　さらに、1958年 5 月号の『中華婦女』に発売元の紅藍出版社が「藍与黒
再版」と題する広告を掲載し、「発売後〔略〕2 ヶ月にも満たないうちに初
版本がすべて売り切れとなり、すでに再版した25）」と伝えている。そして、
1 ヶ月半続いたラジオ放送が 7 月初旬に終了すると、今度は 7 月23日付け
『聯合報』が次のように報じた。
『藍与黒』の放送期間中、多くの聴衆の熱烈な人気を博した。相次ぐ聴
衆の要求を受けて、中廣〔注：中央放送局〕は今日からの再放送を決
定した〔略〕。なお、再版の『藍与黒』はすでに完売し、まもなく第 3
版が出ると聞く。一方、違法の海賊版はまだ各地で売られ、警察当局
は対策に苦慮している〔略〕。26）
23） 編集長「關于藍与黒」『中華婦女』（1957年 8 月）、 3 頁。原文は、「本刊編輯部更是
從未間斷過接到各地角落的読者來信，䭪（他）們對「藍與黑」似乎已經達到了一種
狂熱程度的愛好〔略〕」。
24） 「中廣將播王藍藍与黒」『聯合報』、1958年 3 月12日。
25） 「藍与黒再版」『中華婦女』（1958年 5 月号）、巻末。原文は、「推銷未及兩月，初版已
全部售罄，現已再版」。
26） 「中廣今開始重播藍与黒」『聯合報』、1958年 7 月23日。原文は次のとおり。「廣播期
間受到廣大聴䱾熱烈歡迎，近応聴䱾紛紛要求，中廣決自今日起再度重播該書，〔略〕。
又「藍與黑」書再版本已銷售一空，聞三版本即可問世；盜印翻版本「藍與黑」則仍
在各地兜售，當局苦無對策，〔略〕」。
1950年代台湾通俗文学の発展について （張）
173
　実はすでに 1 ヶ月前の 6 月には、台湾各地で『藍与黒』の海賊版が大量
に摘発されたという報道が相次いでいる。違法出版に関する記事は、それ
以降、翌年まで常に紙面を賑わせ、当時の異様なまでの熱狂ぶりを伝えて
いる。正規版と海賊版を合わせて、どれほどの部数が発行されたかについ
ては把握できない。ただ、前出の蘇雪林「稿費與盗印」は海賊版の数量に
ついて次のように述べている。
『藍与黒』は一作品として前後で 4 回も違法に出版され、海賊版の発行
数量は 2 万冊に達した。まったく驚くべき話だ。27）
　著作権に対する認識が広く浸透していない時代に、『藍与黒』は複数の違
法印刷業者の出現を可能にした。連日の海賊版の摘発報道によって、『藍与
黒』の名は文学に関心の薄い読者層にまで広まった。ラジオ小説として放
送されることで、一部の婦人雑誌の読者が読む作品から広範な読者までが
享受可能な大衆作品となった。摘発された違法海賊版は 2 万冊に上ったと
言われるが、法の手を潜り抜けた未摘発分を考えると、『藍与黒』はまさに
未曾有のベストセラーだった。それは、イデオロギーの教育を目的とした
反共小説ではなく、ましてや政治暴露小説やポルノ小説のような低俗な内
容をも持たない作品だった。にもかかわらず、誰もが物語に興味を示せる
ような、文藝性を持った娯楽小説の出現である。『藍与黒』の現象が示すの
はまさに、それまであまり見えてこなかった台湾の読者層の存在とそのニ
ーズだったのである。
　そして何よりも重要なのは、この作品の流通パターンが、台湾の通俗小
説、特にのちの瓊瑤へと繋がる通俗恋愛小説に踏襲されうるものだったと
いうことだ。1963年以降に出現した瓊瑤の小説は、ほぼ全作品が雑誌や新
27） 前掲「稿費與盗印」。原文は、「《藍與黑》一書前後竟被盜印四次，偽書發行量達兩万
冊，可謂駭人聴聞」。
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聞連載から出発し、ラジオ、映画やテレビなどのマスメディアで放送され
て知名度を上げ、大衆になじんでいった。両者の売り出し手法はほぼ同一
の軌跡を描いている。『藍与黒』は通俗恋愛小説に純愛というティストを持
ち込むとともに、新たな流通の雛形を形作ることによって、瓊瑤など「愛
情文藝小説」出現の下地となったのである。
第 4節　貸本屋と通俗小説
　もちろん、『藍与黒』の流行によって、台湾通俗恋愛小説の形成が一朝一
夕に果たされたものではない。50年代前半において文壇で主流だった「反
共文学」と貸本屋に溢れていた通俗的な読み物、この両者と『藍与黒』以
降の通俗恋愛小説の形成をつなぐ鍵は、やはり貸本屋を中心に形作られた
読書文化にある。そこではぐくまれた読者層、作家予備軍、そして出版流
通経路の発達が、後の「愛情文藝小説」のブレイクを可能にしたのである。
　台湾では、つとに1950年代前半から、貸本屋が独自の方法で台湾の一般
市民の読書を支えていた。ただ、これら貸本屋については、体系的な研究
資料や記録がなく、当時の実態をつかむことは甚だ難しい。街角に林立す
る貸本屋28）の背後には、早くから彼らのための専門の出版社と卸売り会社
が存在し、独自の出版流通網を構成していたようだ。収集できた資料から
は、1954年にはすでに、自社が取り扱う書籍のリストを広告掲載する卸売
り会社が存在していたことが分かる29）。
　1959年 3 月17日付の『聯合報』に掲載された新聞記事は、当時の貸本屋
を利用する客層と人気の作家について詳しく伝えている。
28） 葉洪生・林保淳『台湾武侠小説発展史』（台湾、遠流出版、2005年）によると、1960
年代の貸本屋の数は、台湾全土で 3 千以上あったという（166頁）。
29） 例えば、蘭娘女士『再嫁夫人』（1954年、台湾：影劇雑誌社）の最後のページには、
台湾聯合発行所の広告が掲載され、「出版社からの卸売り委託を歓迎する（為出版家
服務・歓迎委託経銷）」とある。
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　台北には現在、百軒余りの貸本屋が存在し、常に六、七万人が利用
している。内訳は学生が比較的多く、軍人、教師や公務員、主婦がそ
れに次ぐ。総じて言えば、大学教授から天秤棒を担いだ行商人まであ
らゆる階層の人たちがいる。
　最近、記者は真善美、祥記、呂氏、第一、大東、黎明、大衆などい
くつか規模の大きな貸本屋で調査を行った。その結果、いずれの書店
でも武侠ものがもっとも読者の支持を受け、それに続くのが文藝もの、
言情もの、スパイもの、探偵もの、そして翻訳された世界の名著であ
ることが分かった。各種貸本の貸出率のなかで武侠小説が全体のほぼ
5 割以上を占めている。
　それぞれの階層の貸出の内訳を見てみると、男子学生の愛読書はほ
とんどが武侠で、女子学生は世界名著と文藝、軍人は武侠、教師・公
務員は武侠とスパイと文藝、主婦は言情と探偵と文藝、そして大学教
授や技術者、医師などは武侠と探偵であることが分かった。一方、人
工衛星や宇宙旅行などのSFは、どの階層にも人気がなかった。〔略〕
　現在のところ、自由中国の武侠作家、例えば成鐵吾や郎紅浣、伴霞
樓主、臥龍生などに人気がある。また、文藝作家では、孟瑤や張秀亜、
王藍、謝冰瑩などが好まれている。〔略〕
　台北市にある各貸本屋では、料金が 1 日 3 角から 5 角の店は少なく、
大半は書籍の10分の 1 を代金の基準にしている。例えば、本の値段が
10元なら料金は 1 元となる。さらに本の厚さによって貸出期間を決め
ている。通常は 1 冊が 3 日から 1 週間に設定されているが、返却期日
を過ぎても返却しない場合は追加料金が徴収される。このため、一般
的に市内の各貸本屋における毎月の収益はまずまずだと言えよう。30）
30） 沈遐祺「出租書店的主顧」『聯合報』、1959年 3 月17日。原文は次のとおり。「台北市
現有一百多家專營出租的書店，經常有六、七万人租看出租書，其中以学生較多、軍
人、公教人員，家庭主婦較次，大致説來，自大学教授以至挑漿賣菜的各階層人士都
有。
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　ここに挙げられた利用者のうち、男子・女子学生は台湾で中国語の義務
教育を受けた若い世代を表している。また、国民党政府と共に台湾に渡っ
た人の多くは行政・教育関係者が多いと言われるため、軍人や教師・公務
員、大学教授などの多くはこれに該当するだろう。いずれも、中国語文学
を享受する能力を有する層と見ることができる。
　また、「武侠」「文藝」「言情」「探偵」「スパイ」などのジャンルのほか
に、「漫画」が貸本屋の人気類型だったことも忘れずに付け加えておきた
い。1952年に創刊された『漫画大王』などがその例である31）。
　これらのジャンル区分は、現在でも見られる。しかし、「文藝」と「言
情」については、もっと細かくその内容を考えるべきである。台湾におけ
る「文藝」小説は、日本のそれと同等に考えることができない。純文学の
作家白先勇が処女作「金大䑊䑊」を発表したのが1958年であることを考え
れば、1950年代の貸本屋における「文藝」が意味するものは、のちに雑誌
『現代文学』が追い求めたような、芸術と思想を具現する純文学ではないだ
ろう。むしろ、上記の記事に文藝作家として名前が上げられていた王藍や
孟瑤、張秀亜たちの作品を鑑みると、反共を背景に据えた男女間の恋愛物
語、つまり、文藝性を持った恋愛小説だったと思われる。また、「言情」は
　記者最近在真善美、祥記、呂氏、第一、大東、黎明、大䱾等数家規模較大的出租書店
調査結果，發現各書店中，均以武俠書為読者最歡迎，次為文藝、言情、間諜、偵探
及翻譯的世界名著。在各類出租書之出租率中，武俠書幾佔百份之五十以上。
　自各階層人士愛読的出租書中，又發現男学生幾全部愛看武俠，女学生愛看世界名著與
文藝；軍人愛看武俠，公教人員愛好武俠、間諜、文藝；家庭主婦愛看言情、偵探、
文藝；大学教授、工程師、醫師等愛看武俠、偵探。至於人造衛星、太空旅行等科学
小説，卻為各階層人士普遍不愛看。〔略〕
　目前自由中国的武俠書作者，如成鐵吾、郎紅浣、伴霞樓主、臥龍生等，較受租書人歡
迎，文藝作者則以孟瑤、張秀亞、王藍、謝冰瑩等較受歡迎。〔略〕
　台北市各出租書店中，按日收取租金三角至五角者少，多以書價十分之一為收取租金標
準，例如書價十元，則收租金一元，并以書之厚薄而定租看日期之長短，通常一本書
之給看日期為三天至一星期，逾期未還另加租金，故一般説來，市上的各出租書店，
每月入息都還不錯」。
31） 詳細は村上公一「漫画・武侠・探偵―台湾貸本文化考（3）―」（早稲田大学
教育学部学術研究〔外国語・外国文学〕第55号、2007年 2 月）を参照されたい。
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ポルノ要素も含んだ、それ以外の恋愛小説を指したものであろう。このこ
とから「文藝」と「言情」には「恋愛」という共通項が見えてくる。この
共通項によって、1960年代以降に爆発的な支持を受けた瓊瑤の作品は、抵
抗なく「文藝愛情小説」という呼称を獲得し、民衆の間に定着できたので
はないだろうか。
　ただ、いかに両者の題材が近似していても、貸本屋で「文藝」と「言情」
がはっきりと区別されていたのは事実である。両者の境界線としてまず考
えられるのは、作家の知名度と作品の出版元の違いである。王藍や孟瑤、
張秀亜、謝冰瑩などは「中国文藝協会」に所属する由緒正しき作家であり、
「反共」の要素を持った作品の多くは新聞の文藝欄や雑誌での発表を経て、
新聞社や政府系列の出版社から単行本として発売されていた。おそらくそ
れが「文藝」に分類される理由のひとつであろう。
　それでは、実際、どのような通俗小説が貸本屋に置かれていたのか？ 図
2 32）に挙げたのは、1950年代に出版された小説の一部である。通俗小説専
門の出版社から刊行されたもので、読者の歓心を買うために表紙を色鮮や
かな装丁で飾り、当時としては刺激的なタイトルを付けているのが印象的
だ。内容も、読者が興味を感じる題材は何でも取り入れているらしく、古
い作品ほどジャンルとしての特徴がはっきりしないものも多い。
　例えば、図 2 のなかでもっとも出版年の古い顧冬『翡翠谷』（1953年）は、
「言情」と「スパイ」の両方の要素が入り交じっている。次の蘭娘女士『再
嫁夫人』（1954年再版）は、若い女性が戦争の最中に暴行され、やむを得ず
嫌いな男性との結婚を強いられるが、台湾に到着してから自立し、訴訟に
よって子どもとの自由を勝ち取り、さらに意中の男性との再婚にこぎつけ
るという内容だ。共産党に対する恐怖や戦争での苦難など、「反共」の要素
もあるが、性的行為や快感をほのめかす描写が随所に見受けられる。また、
32） これらの書影は、早稲田大学教育学部教授村上公一氏の蔵書による。提供していた
だいたことを心より感謝いたします。
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衣人『少女的心』（1956年初版）は、17歳の少女が恋愛と性的快感に目覚め
る内容になっており、これらを概観すると、社会的、政治的制約の多い時
代のなか、露骨な描写こそないものの「言情」小説がポルノ的な役割を果
たしていた形跡や、当時の貸本屋利用層の関心の一端が伺える。
　だが、当時の作家は、貸本屋に置かれる作品を喜んで書いていたのであ
ろうか？ 『翡翠谷』の著者顧冬の後記には、これら通俗的な作品を創作す
る作家の思いが吐露されている。
一番辛いのは、ずっと生活の重みを筆から解放できず、出来合いの発
表の機会によって生活を補わねばならないことだ。だから、自分の
図 2　上列（左から右へ）：顧冬『翡翠谷』（百成書店、1953年5月初版）、蘭娘女士『再
嫁夫人・下』（影劇雑誌社、1954年7月再版）、洪徳成『美麗的情仇』（新生出版社、
1956年4月）、潘壽康・江東『台湾探偵奇案』（大華文化社、1956年7月1日初版）。下
列（左から右へ）：衣人『少女的心』（楽天出版社、1956年11月初版）、伯峰『毒婦』
（藝昇出版社、1956年12月初版）、南郭『妙手回春』（1957年10月初版）、濤聲『堕
落的天使』（総合出版社、1961年12月初版）
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「心」を切り売りし過ぎない範囲内で、突き返されない程度の題材を書
くほかないのだ。33）
　貸本屋に作品を提供していた作家の中には、「文藝」を志す者が数多くい
た。しかし、これらの作家の多くは無名のまま終わり、体系的な記録は残
されていない。その作品は一過性の消耗品として無残なほど散逸し、人々
の記憶からも忘れ去られている。複雑な心境を吐露した上記の言葉からは、
当時の貸本出版社が、売れる内容で書くよう作家に圧力をかけていたこと
が分かる。
　これらの小説は最初から貸本屋に置かれることを念頭に刊行されている
のだ。通俗文学の多くは、出版社や貸本屋の人気予測に沿って書き下ろさ
れた。実際店頭に並ぶ段階で、読者の反応は即座に貸本屋経由で出版社に
フィードバックされ蓄積されていた。つまり、このように繰り返したフィ
ードバックの成果が作家の創作方向を決めづけたのである。
　こうした貸本の状況は、1950年代当時の通俗文学の出版状況と、読者の
受容の実態を示していると言ってよいだろう。それを考えれば『藍与黒』
が、当時としてはいかに斬新であったかが容易に推察される。つまり、ポ
ルノやスパイ、探偵などの派手な要素を取り除いた、純粋な「恋愛」を描
いた作品でも大ヒットを飛ばせるという、これまでの貸本屋を中心とした
人気予測では想像もされていなかった全く新しい例を提示できたからであ
る。これが、この作品が1960年代の「愛情文藝」に繋がる起点の一つだっ
たと考えるゆえんである。『藍与黒』のヒットは間違いなく、その後の貸本
出版社と作家によって共有されていったであろう。
　また、加速されていく通俗小説作品のジャンル化と量産化は、同時に作
33） 顧冬『翡翠谷』（台湾：百成書店、1953年 5 月初版）、91頁。原文は次のとおり。「我
所最感痛苦的事，是始終不能把生活的擔子從筆桿上解脱下來，而還得靠現成的發表
機会來補助生活；於是便只能還不致過於出賣「靈魂」的限度下，寫些還不至於遭拒
絶的題材」。
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者の立場や創作の方向性を規定していったはずである。「言情」小説は男女
の恋愛と離別を中心テーマに据えて、しだいにジャンルとしての特徴を明
確に打ち出すようになり、支持する読者層を拡大していった。1959年の『聯
合報』記者の貸本屋調査に見られた各階層の読者の明確な志向は、こうし
て1950年代に進んだ文学ジャンルの分化、ならびに創作と読書を結ぶ流通
の発展の結果を物語っているとも言えるのではないだろうか。
　そして、その当然の帰着として言情小説を専門とする出版社が出現し、
有名作家の囲い込みも始まる。1958年ごろには金杏枝や禹其民などの「専
業言情作家」が現れたが、それも自然な流れであろう。そこには文化産業
による複製と大量生産の図式を確認できる。言うまでもなく、これはその
後の瓊瑤と皇冠出版社が踏襲し、1963年以降、台湾の大衆娯楽を支配した
「文藝愛情小説」の様式にほかならない。台湾の通俗恋愛小説は貸本屋の隆
盛とともに広範な読者層と作家群を形成し、さらに貸本屋から脱皮するこ
とによって、近代的な大衆娯楽文学へと発展したのである。
おわりに
　本稿では、1950年代の台湾通俗文学の起源と発展に焦点を当てて論じて
きた。日本の植民地統治が終わり、大陸から国民党が移転してきたこの時
代の台湾は、日中の文化と新旧の言語が交錯した重要な時期である。日本
の植民地としての経験と、大陸の中国近代文学との接触は、台湾文学の発
展に多大な影響を与えた。
　揺れ動く時代背景の中で、いかに娯楽性と文藝性を同時に持ち合わせる
か、政治暴露やポルノのような通俗読み物から離脱し、しかも多くの読者
を取り込むことで、いかに文学ジャンルの一つとして定着していくかが、
その後の通俗小説の方向性を左右したと言える。その大きな契機となった
のが、当時の人々を熱狂させた『藍与黒』の出現だった。
　1960年以降、武侠小説と共に台湾の通俗小説市場を二分した通俗愛情小
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説は、『藍与黒』の示した青写真に沿って、著しい発展を遂げることにな
る。『藍与黒』の爆発的なヒットは、通俗小説を専門に刊行する出版社の手
本となり、それまでのような「言情＝ポルノ」ではない、質の高い恋愛描
写への需要を喚起し、「文藝」と「言情」を融合した「純愛」瓊瑤の出現を
促すことになった。そして、『藍与黒』が生んだ新たな流通パターンの機が
熟したとき、通俗文学は巨大な近代的エンターテインメントへと変貌して
いったのである。
　一方、純文学では、1956年に創刊された『文学雑誌』が西洋文学の研究
方法を翻訳することにより、台湾大学の若い学生たちに純文学の芸術性を
学習させた。その結果として、1950年代末になってようやくモダニズムの
流れを汲む作品が現れる。
　しかし、それでも武侠小説や通俗恋愛小説は圧倒的に市場を支配してい
た。こうした流れを考えると、台湾では純文学に先行して通俗小説が大衆
に浸透し、その後の台湾文学の発展に一段と大きな影響を与える要因とな
ったと考えることも可能なのではないだろうか。
　台湾の通俗恋愛小説の研究では、1910年代の鴛鴦蝴蝶派「言情小説」と
1960年以降の瓊瑤作品を直線的に結びつけることが多い。だが、これまで
見てきたように、それは簡単に説明できるものではない。むしろ、瓊瑤を
代表とする「愛情文藝小説」は、伝統的な「言情小説」とは一線を画して
論じられるべきだと思われる。それは、戦後台湾の社会発展とともに開花
し、また、戒厳令の解除とともに、現在に見られるような多様な通俗恋愛
小説へと姿を変えていった一大ジャンルなのである。
